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論　　文　　の　　要　　旨
　群の表現は代数学の古く且つ最も重要な研究分野の一つであるがヨ標数P≠Oの体上の表現ラ即
ちモジュラー表現の研究及びその発展はR．Brauerによって1940年代から強カにすすめられてきて
いる。1942年Br舳erは欠除群（defect　gr㎝p）の位数が丁度Pである場合のブロックを決定した
が，これは後年E．C．Dadeの巡回欠除群をもつブロックに関する決定的な結果（1966年）を導び
きヨその結果非巡回欠除群をもつブロックの研究がモジュラー表現の中心課題となりつつある。
　一方欠除群が非巡回群である場合の最初の研究成果もBrauer（1971年）によってなされた。1974
年に彼はP＝2で欠除群が二面体群の場合のブロックの研究をおこなったが，一年後J．B．01ssonは
彼の手法を真似て一般四元数群または準二面体群の場合を解明した。然しこれ等の群はすべて非可
換群であってラ位数23の欠除群をもつブロックの決定問題として残された場合は欠除群が（2ヨ2，
2）型可換群の場合となった。本論文において著者は主ブロックについてではあるがこの問題を解決
している。同時に欠除群が（2ヨ2害2ラ2）型可換群の場合の主ブロックも完全に決定している。
　以下ラ著者の主要な成果を述べることにする。Gを可換2一シロー部分群Pをもつ有限群ラFを
標数P＝2の代数的閉体ラBo（G）をGの主2一ブロックとする。このときBo（G）に対する欠除群
はPである。さて○（G）で位数が奇数であるGの最大正規部分を表わしラ01（G）で指数が奇数であ
るGの最小の正規部分群を表わすことにする。このとき自然な対応でGの2一シロー部分群と01（G／
○（G））の2一シロー部分群は同型になる。更にGの2一シロー部分群が可換であれば01（G／○（G））
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の構造はThomps㎝，Bender，J狐ko，Wa1ter，Wardなどの業績により可換2一群と次のいづれかの
単純群の直積になることが分る：（1）特殊線型群S　L（2，2n），（2）射影特殊線型群L・（q）ヨ但しq＞
3でありq…3或いは5（mod8）ヲ（3）Jankoの第一単純群Jユ害（4）Ree型の単純群R（q）。そこでS＝01
（G／○（G））とおくときBo（S）の構造は比較的容易に決定出来る。そして著者は本論文においてBo
（G）とBo（S）の関連を明かにすることによりBo（G）の構造を具体的に決定している。又著者は
この方向での研究に晴性指数e（G）及びe（S）が重要な役割を演ずることを明らかにしている。
ここでe（G）＝l　N。（P）1C。（P）1、但しN。（P）とC。（P）はそれぞれGにおける正規化群と中心
化群である。
　実際ヨ著者はe（G）＝e（S）＝素数事9，21の場合Bo（G）；Bo（S）を証明している。ここで注
意を喚起したいのは同型を証明しているだけでなくヨ夫々の場合におけるSを決定していることで
ある。例えば定理2，4においてeが素数，Gが非可解であるときヨeは2m－1と表わせ骨m＞3の
とき。；・・（。，。・）。（。／（7★））、m一。のとき。ユ、（。）。（。／（・、。・、））となるこ
とを証明している。
　第5章と第6章では位数8と16の初等可換群をシロー2一部分群にもつ群GについてのBo（G）
を決定している。このときe（G）・が素数でなく且つe（G）ミe（S）の場合が発生するが、著者は
Gが非可解群ならばいづれの場合もBo（G）ZBo（S）であることを証明している。
　またヨG＝G／0（G）の連正規部分群L（＞S）で2／l　G：L　l，e（G）＝e（L）が成立する
場合Bo（G）；Bo（L）であることを示している。この事実はこの種の研究では初めて指摘され、将
来より一般的に解明を望まれるものであるといえよう。
審　　査　　の　　要　　旨
　非巡回的欠除群Pをもつブロックの解明は現代のモジュラー表現論のかかえている最も基本的で
はあるが難解な課題の一つである。Pを初等可換群に限った場合でも（2ヨ2）型可換群の場合のみ
R．Br独erによって解決されているにすぎない。本論文において著者はPが（2，2，2）型及び（2骨
2ヨ2ヨ2）型可換群である場合の主ブロツクBoを決定している。この結果とBr独er（二面体群）、01ss㎝
（一般四元数群）の結果を併せることによりヨ位数8の任意の群を欠除群にもつ主ブロックが完全
に決定されたことになる。この事実よりしても著者の業績は高く評価出来る。又問題をBo（G）とBo
（○’（G／O（G）））との関連に帰着させた方法は非常に興味あり効果的であるといえる。特に晴性指
数の研究の重要性を立証したことによって既にこの方面の研究に大きな貢献をなしたものといえる。
また最近の単純群の分類の成果を巧みに利用している点など著者の創意と力量をうかがうことがで
きる。
　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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